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【要旨】 

 

留学は日本語学習において重要な役割を果たすと考えられている。その理由の一つに、実際

に日本での生活体験を通して、日本に関して理解を深めることが可能であることが挙げられる。もう

一つは、日常的に日本語が使われる環境に置かれたほうが、日本語をより習得しやすく、「話す」

能力も向上することが考えられる。但し、日本に留学さえすれば、「話す」能力が必ずしも上達する

とは限らない。ある先行研究では、四技能のうち会話能力が上達しなかった結果は報告しているが、

会話能力が上達しなかった要因については言及していない。 

「話す」能力の発達には、学習環境など外部の要因や学習者自身の個人的要因などが相互に

複雑に関与し合うと考えられる。これまで日本語学習者の多様性は主として学習者の国籍・学習

歴・ニーズといった側面から類型化された集団の問題として捉えられる傾向があった。小柳（2004）

は、第二言語習得研究においては普遍性を追求することが多かったため、個人差の研究は遅れ

をとってきたとし、習得の全体像を明らかにするためには個別性を見ることが必要だと指摘している。

一人ひとりの学習にかかわる要因と、その相互作用はさまざまであり、それを個別性としてとらえる

ことが大切であろう。すなわち、個別的要因をとらえることで、「話す」能力の学習過程が明らかとな

り、個別性への対応が可能となるだろう。林(2006a)が指摘するように、学習者の多様性を生み出

す個別性に対応していくには一人ひとりの学習者がどのように環境と相互作用しているのかを探る

ことが重要である。 

これを踏まえて、本研究では、学習者の個別的要因と「話す」能力の発達の関連性を見るため、

2011 年 8 月から 2011 年 10 月まで継続的に調査を行い、1 人の調査協力者につき 3回の半構造

化インタビュー調査を実施した。これまで出身国、世代、身分、私費留学生といった属性・背景が

同じであることから、同じ集団に属すると捉えられてきた予備教育機関における 3 名の台湾人留学

生を調査対象とし、入学直後から入学半年後まで(「入学直後」という)、入学半年後から修了直後

までの「話す」能力の変化のプロセスと学習者の個別的要因との関連性について分析し、彼らの置

かれている環境と学びとの関連性について明らかにした。 

研究結果として、3 名の調査協力者の入学直後の「話す」能力は不十分であったが、入学半年

後は入学直後より向上したと認識していることが分かった。また、修了直後の話す能力について、

入学半年後より向上したと認識していることが分かった。3 名の調査協力者とも言語学習のために、

非対人的環境としてのメディア（テレビ、ラジオ）への接触により、社会情勢を知り、社会への参加

窓口として利用するという傾向が見られた。 

話す能力の習得にはさまざまな社会文化的な要因が影響し、そのため、話す能力と社会言語

文化能力は密接に関連し合っているということが言える。教師は正しい文法形式や日本文化と

いった表面的な知識を教えるだけでなく、同時にその背景にある社会文化的な要素も教えることが

重要だと稿者は考える。それにより、目標言語圏の文化だけなく、同時に自文化に対する気づき

や理解を促すことができるだろう。教師は教室外の学習環境も生かし、学習者の話す能力の向上

を支援することが求められている。その具体的な方法を追究していくことは、今後の課題としたい。 
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